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コンクリート構造物全般 
対 象 構 造 物 

 

塩害、補修工法、電気防食、チタントレイ方式、 
項 目 

キャプロンコート（導電性塗料）方式、 

 

内

容 

使 用 機 器 
 

チタントレイ方式：桟橋床版および梁、PC 橋の桁、覆道の柱、鉄道橋床版
使 用 実 績 

キャプロンコート方式：PC 橋の桁 

〔工法の構成および特徴〕 

チタントレイ方式およびキャプロンコート（導電性塗料）方式は、塩害等によって劣化が予想さ

れるまたは進展したコンクリート構造物中の鋼材を電気防食によって防食するための補修工法で

す。両工法とも外部電源装置を用いて、様々な環境や劣化段階に対応した確実な電気防食が可能で

す。 

1)チタントレイ方式 

 チタントレイ方式は底浅のトレイ状の陽極材をコンク

リート面に取り付け、これに特殊なモルタルを充填して

陽極材を形成することで以下の特徴があります。 

・迅速な取り付け作業ができる。 

・チタンによる高耐久性が期待できる。 

・陽極材とコンクリート面が直接に接触しないので短絡

防止用の下地処理が省ける。 

2)キャプロンコート方式 

 キャプロンコート方式は、コンクリート面に吹き付け

た導電性塗料を陽極材とすることで以下の特徴がありま

す。 

・形状が複雑な対象物にも迅速に施工できる。 

・死荷重が少ない。 

・トップコートの施工により、美観が優れる。 

・湿潤環境には適さない。 

図 1 チタントレイ方式の概要図
電気化学的防食工法研究会ホームページより

http://www.cp-ken.jp/gaiyo.html 

図 2 キャプロンコート方式の概要図
電気化学的防食工法研究会ホームページより

http://www.cp-ken.jp/gaiyo.html 
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〔工法の施工例〕 
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写真 1 チタントレイ方式
桟橋の梁側面（銀色） 

写真 2 チタントレイ方式
桟橋の梁下面（銀色）

写真 3 チタントレイ方式 
覆道の柱（空色に反射） 

写真 4 チタントレイ方式
鉄道橋の床版（銀色） 

写真 5 チタントレイ方式
道路橋の PC 桁（銀色） 

写真 7 キャプロンコート方式 
道路橋の PC 桁、下フランジ部（白色） 

写真 6 キャプロンコート方式 
導電性塗料の塗布状況（黒色） 


